






改 正 

現 行 

積算上の注意事項 
（控え頁） 4 

6 

改 正 理 由 当該工種の削除に伴う一部改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 設計表示単位及び数位

1-1-10

現行どおり

削除

当該工種の削除に伴

い、設計表示単位及び

数位を削除

現行どおり

種 別 細 別 単 位 数 位 備 考

構造物撤去工 ノンスリップ撤去 ｍ 1

構造物撤去工 冬季安全施設撤去工 吹溜式防雪柵撤去 ｍ 1

構造物撤去工 吹払式防雪柵撤去 ｍ 1

構造物撤去工 スノーポール撤去 本 1

構造物撤去工 旧橋撤去工 鋼製高欄撤去 ｍ 1

構造物撤去工 舗装版・床版破砕及び撤去 ｍ3 1

構造物撤去工 桁材撤去 ｔ 1

仮設工 仮設工 覆工板・敷鉄板 ｍ2 1

仮設工 覆工板受桁・桁受 ｔ 0.1 数量契約の場合は0.1t

仮設工 鋼矢板 枚 1

仮設工 Ｈ鋼杭 本 1

仮設工 アンカー 本 1

仮設工 タイロッド ｔ 0.1 数量契約の場合は0.1t

仮設工 切梁・腹起し ｔ 0.1 数量契約の場合は0.1t

仮設工 横矢板 ｍ2 1

仮設工 水替工 ポンプ排水 日 1

仮設工 地下水位低下工 ウエルポイント 日 1

仮設工 ディープウェル 日 1

仮設工 連続地中壁工 連続壁（壁式） エレメント 1

仮設工 連続壁（柱列式） セット 1

仮設工 汚濁防止工 汚濁防止フェンス ｍ 1

仮設工 防護施設工 発破防護柵 ｍ2 10

仮設工 仮囲い・立入防止柵 ｍ 1

仮設工 土のう工 大型土のう 袋 1

仮設工 足場工 手摺先行型枠組足場 掛ｍ2 10

コンクリート構造物 基礎材 ｍ2 10 ただし100ｍ2未満は１ｍ2

コンクリート構造物 均しコンクリート ｍ2 10 ただし100ｍ2未満は１ｍ2

コンクリート構造物 コンクリート ｍ3 1

コンクリート構造物 二次コンクリート ｍ3 1

コンクリート構造物 鉄筋 ｔ 0.01

コンクリート構造物 目地材 ｍ2 1

コンクリート構造物 止水板 ｍ 1

コンクリート構造物 型枠 ｍ2 10 ただし100ｍ2未満は１ｍ2

コンクリート構造物 足場 掛ｍ2 10

コンクリート構造物 支保 空ｍ3 10

コンクリート構造物 植石張り ｍ2 1

コンクリート構造物 水抜パイプ ｍ 1

コンクリート構造物 スリップバー 本 1

コンクリート構造物 防水モルタル ｍ3 1

コンクリート構造物 アンカーボルト 本 1

コンクリート構造物 有孔管 ｍ 1



改 正 

現 行 

積算上の注意事項 
（控え頁） 5 

6 

改 正 理 由 当該工種の削除に伴う一部改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 設計表示単位及び数位

1-1-20

現行どおり

現行どおり

当該工種の削除に伴

い、設計表示単位及

び数位を削除

削除

種 別 細 別 単 位 数 位 備 考

共同溝 梯子 本 1

共同溝 ステップ 本 1

共同溝 タラップ 本 1

共同溝 手摺 ｍ 1

共同溝 銘板 枚 1

電線共同溝 掘削工 掘削 ｍ3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3

電線共同溝 埋戻し工 埋戻し ｍ3 100 ただし1000ｍ3未満は10ｍ3

電線共同溝 電線共同溝工 管路 ｍ 1

電線共同溝 プレキャストボックス 個 1

電線共同溝 蓋 枚 1

電線共同溝 付帯設備工 ハンドホール 箇所 1

植栽維持工 樹木・芝生管理工 樹木せん定 本 1

植栽維持工 寄植せん定 ｍ2 10

植栽維持工 補植 本 1

植栽維持工 移植 本 1

植栽維持工 支柱 本 1

植栽維持工 抜根除草 ｍ2 10

植栽維持工 樹木施肥 本 1

植栽維持工 寄植・芝施肥 ｍ2 10

植栽維持工 灌水 ｍ2 10

植栽維持工 防除 本 1

植栽維持工 寄植・芝薬剤散布 ｍ2 10

植栽維持工 芝刈 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 河川巡視工 緊急巡視 回 1

河川維持 堤防除草工 除草 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 芝養生工 施肥 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 抜根 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 伐木除根 伐木除根 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 塵芥処理工 散在塵芥収集 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

河川維持 堆積塵芥収集 ｍ3 10 ただし100ｍ3未満は１ｍ3

河川維持 水面清掃工 水面清掃 日 1

河川維持 応急処理作業 応急作業 日 1

道路修繕 路面切削工 路面切削 ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 舗装打換え工 舗装版切断 ｍ 10 ただし100ｍ未満は１ｍ

道路修繕 舗装版破砕 ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 切削オーバーレイ工 切削オーバーレイ ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 舗装打換え工・オーバーレイ工 中間層 ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 路上路盤再生工 路上路盤再生 ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 路上表層再生工 路上表層再生 ｍ2 10 ただし1000ｍ2未満は１ｍ2

道路修繕 床版補強工（鋼板接着・増桁架設工法） 鋼板接着 ｍ2 1

道路修繕 クラック処理 ｍ 1



改 正 

現 行 

積算上の注意事項 
（控え頁） 6 

6 

改 正 理 由 当該工種の削除に伴う一部改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 設計表示単位及び数位

1-1-22

当該工種の削除に伴

い、設計表示単位及

び数位を削除

現行どおり

現行どおり

削除

種 別 細 別 単 位 数 位 備 考

道路維持 アスファルト舗装維持工 わだち掘れ補修 ｍ2 1

道路維持 パッチング ｔ 0.1

道路維持 付属物復旧工 ガードレール復旧 ｍ 1

道路維持 ガードケーブル復旧 ｍ 1

道路維持 ガードパイプ復旧 ｍ 1

道路維持 転落（横断）防止柵復旧 ｍ 1

道路維持 路側標識復旧 基 1

道路維持 標識板復旧 枚 1

道路維持 視線誘導標復旧 本 1

道路維持 距離標復旧 本 1

道路維持 張紙防止シート復旧 ｍ2 1

道路維持 路面清掃工 路面清掃（機械） km 0.1

道路維持 路面清掃（路肩部・人力） km 0.1

道路維持 路面清掃（歩道・人力） ｍ2 1

道路維持 路面清掃（歩道橋・地下道・人力） ｍ2 1

道路維持 路面清掃（中央分離帯・人力） ｍ2 1

道路維持 路肩整正 路肩整正（機械） km 0.1

道路維持 路肩整正（人力） ｍ2 100

道路維持 排水施設清掃工 側溝清掃（人力） ｍ 10

道路維持 側溝清掃（機械） km 0.01

道路維持 管渠清掃 ｍ 10

道路維持 桝清掃 箇所 1

道路維持 橋梁清掃工 伸縮継手清掃 ｍ 1

道路維持 排水管清掃 ｍ 10

道路維持 道路付属物清掃工 ガードレール清掃 km 0.1

道路維持 ガードパイプ清掃 ｍ 1

道路維持 標識清掃 枚 1

道路維持 トンネル照明器具清掃（機械） km 0.1

道路維持 トンネル照明器具清掃（人力） 灯 1

道路維持 視線誘導標清掃 本 1

道路維持 トンネル壁面清掃 ｍ2 1

道路維持 道路除草工 除草 ｍ2 1000 ただし100000ｍ2未満は100ｍ2

道路維持 応急処理工 応急作業 日 1

道路維持 冬季安全施設工 スノーポール設置・撤去 本 1

道路維持 防雪柵 ｍ 1

道路維持 落雪（せり出し）防護柵 ｍ 1

道路維持 防雪柵現地張出・収納 ｍ 1

雪寒 一般・運搬・歩道除雪 各種 時間 1

雪寒 凍結防止工 各種 時間 1

雪寒 凍結防止剤 ｔ 1

雪寒 凍結防止剤 1?



１／１

基準書の改正に
伴う修正（適用範
囲外の明確化）

改正内容
改 正 数 量 算 出 要 領現 行 数 量 算 出 要 領

第１編（共通編）　第４章　コンクリート工　４．１　コンクリート工　 第１編（共通編）　第４章　コンクリート工　４．１　コンクリート工　



Ｎｏ．１／２ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第１編（共通編） 第５章（法覆工） ５．６井桁ブロック積工 第１編（共通編） 第５章（法覆工） ５．６井桁ブロック積工 改正内容 

歩掛使用件数減少

に伴う廃止 

削除



Ｎｏ．２／２ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第１編（共通編） 第５章（法覆工） ５．６井桁ブロック積工 第１編（共通編） 第５章（法覆工） ５．６井桁ブロック積工 改正内容 

歩掛使用件数減少

に伴う廃止 

削除



No 1

現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領

第１編（共通編）　８章地盤改良工　袋詰式サンドドレーン工 第１編（共通編）　８章地盤改良工　袋詰式サンドドレーン工
改正内容

歩掛使用件数減
少に伴う廃止

削除



Ｎｏ．１／１ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第１編（共通編） 第９章（基礎工） ９．３コンクリート矢板工 改正内容 

歩掛使用頻度の減

少に伴う廃止 

削除



改正内容
改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領

第１編（共通編）　９章　基礎工　９．７オープンケーソン基礎工

No.1/2

歩掛使用件

数減少に伴う

廃止

削除



現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　９章　基礎工　９．７オープンケーソン基礎工

No.2/2

歩掛使用件

数減少に伴う

廃止削除

削除

ニューマチックケーソン基礎工へ移行



現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　９章　基礎工　９．８ニューマチックケーソン基礎工 第１編（共通編）　９章　基礎工　９．８ニューマチックケーソン基礎工

No.1/1

オープンケー

ソン基礎工か

ら移行

削除



現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　11章　仮設工　11．１土留・仮締切工 第１編（共通編）　11章　仮設工　11．１土留・仮締切工

No.1/2

表記の見直し



現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　11章　仮設工　11．１土留・仮締切工 第１編（共通編）　11章　仮設工　11．１土留・仮締切工

No.2/2

表記の見直し



No.1/3

現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　11章　仮設工　１１．１４連続地中壁工

歩掛使用件

数減少に伴う

廃止

削除



No.2/3

現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　11章　仮設工　１１．１４連続地中壁工

歩掛使用件

数減少に伴う

廃止

削除



No.3/3

現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領
改正内容

第１編（共通編）　11章　仮設工　１１．１４連続地中壁工

歩掛使用件

数減少に伴う

廃止

削除



基準書の改正に
伴う修正（平均厚
さ区分の変更）

１／１

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領
改正内容

第３編（道路編）　第１章　舗装工　１．２　路盤工　 第３編（道路編）　第１章　舗装工　１．２　路盤工　



基準書の改正に
伴う修正（平均厚
さ区分の変更）

１／１

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領
改正内容

第３編（道路編）　第１章　舗装工　１．３　アスファルト舗装工　 第３編（道路編）　第１章　舗装工　１．３　アスファルト舗装工　



Ｎｏ．１／１ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第３編（道路編） 第１章（舗装工） １．９薄層カラー舗装工 第３編（道路編） 第１章（舗装工） １．９薄層カラー舗装工 改正内容 

規格・仕様の改正

に伴う語句の変更

車道（RPN－101～402、RPN－601～602） 
歩道（RPN－501～502） 

（注）１．樹脂系すべり止め舗装の区分は、規格・仕様別に区分して算出する。



No ． 1 ／ 3

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領

改 正 内 容

第 3 編 (道 路 編 ) 第 2 章 ( 付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工 第 3 編 ( 道 路 編 )第 2 章 (付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工

削 除

歩掛使用件数
減少に伴う廃止



No ． 2 ／ 3

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領

改 正 内 容

第 3 編 (道 路 編 ) 第 2 章 ( 付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工 第 3 編 ( 道 路 編 )第 2 章 (付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工

削 除

歩掛使用件数
減少に伴う廃止



No ． 3 ／ 3

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領

改 正 内 容

第 3 編 (道 路 編 ) 第 2 章 ( 付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工 第 3 編 ( 道 路 編 )第 2 章 (付 属 施 設 工 ) 2.3.2 洞 門 ( ﾌ ﾟ ﾚ ｷ ｬ ｽ ﾄ 製 ｼ ｪ ｯ ﾄ ﾞ ) 工

削 除

歩掛使用件数
減少に伴う廃止



Ｎｏ．１／１ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第３編（道路編） 第３章（道路維持修繕工） ３．６路上表層再生工 改正内容 

歩掛使用頻度の減

少に伴う廃止 

削除



Ｎｏ．１／１ 

現 行 数 量 算 出 要 領 改 正 数 量 算 出 要 領 

第３編（道路編） 第３章（道路維持修繕工） ３．１４．２道路付属物清掃工 改正内容 

歩掛使用頻度の減

少に伴う廃止（標

識清掃工）に伴う

改正

ガードレール、ガードパイプ、視線誘導標の清掃作業に適用する。

ガードレール等の清掃の延長などを算出する。

削除

削除



No 1

現　　行　　数　　量　　算　　出　　要　　領 改　　正　　数　　量　　算　　出　　要　　領

第３編（道路編）　８章橋梁補修工　プレキャストＰＣ床版設置工 第３編（道路編）　８章橋梁補修工　プレキャストＰＣ床版設置工

歩掛使用件数減少
に伴う廃止

改正内容

削除



改 正 

現 行 

積算上の注意事項 
（控え頁） 1 

4 

改 正 理 由 経年変化に伴う全面改正 

現 行 改 正 備   考 

工 種 ＮＡＴＭ（発破・機械掘削工法（坑口含む）、非常駐車帯工）

3-9-2 

９章 トン ネ ル 工

９．１ ＮＡＴＭ （ ）発 破 ・機 械 掘 削 工 法 （坑 口 含 む ）、非 常 駐 車 帯 工

9．1．1 適 用

１．適用

NATM B D NATMによるトンネル工(発破工法・非常駐車帯）については掘削区分 から Ⅱ、

C D NATMによるトンネル工(機械掘削工法・非常駐車帯 については 掘削区分 Ⅰから Ⅱ） 、 、

によるトンネル工(坑口工）については掘削区分 から Ⅲに適用する。B D

２．トンネル延長

トンネル延長は、下図のとおりとする。

３．坑口部詳細

明り作業 坑内作業

上半坑口付け部

半
上

上半盤

半
下下半盤

下半坑口付け 部

明り作業 坑内作業

岩区分 B の削除 

現行どおり

NATM によるトンネル工(発破工法・非常駐車帯）については掘削区分 CⅠから D
Ⅱ、NATM によるトンネル工(機械掘削工法・非常駐車帯）については、掘削区分

CⅠから DⅡ、NATM によるトンネル工(坑口工）については掘削区分 CⅠから D
Ⅲに適用する。

現行どおり
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積算上の注意事項 
（控え頁） 2 

4 

改 正 理 由 経年変化に伴う全面改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 ＮＡＴＭ（発破・機械掘削工法（坑口含む）、非常駐車帯工）

3-9-4

岩区分 B の削除 

現行どおり

CⅠ 
・

CⅡ 

現行どおり

（３）加背割区分

加背割による区分は、下記のとおりとする。

① 上部半断面

② 下部半断面

③ インバート

注）１．上記区分は、設計掘削断面積５０ｍ 以上２

の標準的な加背割区分であり、これに

より難い場合は別途区分する。

２．インバートは岩の性状により設置する

場合に区分する。

（４）設計掘削断面積

・設計掘削断面積（発破工法・坑口工（発破工法 ））

・設計掘削断面積（機械掘削工法・坑口工（機械掘削工法 ））

区分
掘削

区分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

区分
掘削

区分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

50 50.0 ≦ A ＜ 52.5 40 40.0 ≦ A ＜ 42.5

55 52.5 ≦ A ＜ 57.5 45 42.5 ≦ A ＜ 47.5

60 57.5 ≦ A ＜ 62.5 50 47.5 ≦ A ＜ 52.5

65 62.5 ≦ A ＜ 67.5 55 52.5 ≦ A ＜ 57.5

70 67.5 ≦ A ＜ 72.5 60 57.5 ≦ A ＜ 62.5

75 72.5 ≦ A ＜ 77.5 65 62.5 ≦ A ＜ 67.5

80 77.5 ≦ A ＜ 82.5 70 67.5 ≦ A ＜ 72.5

85 82.5 ≦ A ＜ 87.5 75 72.5 ≦ A ＜ 75.0

90 87.5 ≦ A ＜ 92.5 10 10.0 ≦ A ＜ 12.5

95 92.5 ≦ A ＜ 95.0 15 12.5 ≦ A ＜ 17.5

20 17.5 ≦ A ＜ 22.5

25 22.5 ≦ A ＜ 27.5

30 27.5 ≦ A ＜ 32.5

35 32.5 ≦ A ＜ 35.0

B
・

CⅠ
・

CⅡ

断面積
範　　囲
（m2）

断面積
範　　囲
（m2）

DⅠ
・

DⅡ

下半

DⅠ
・

DⅡ

上半

坑
口
工

(

発
破
工
法

)

発
　
破
　
工
　
法

坑
口
工

(

発
破
工
法

)

発
　
破
　
工
　
法

区分
掘削

区分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

区分
掘削

区分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

40 40.0 ≦ A ＜ 42.5 10 10.0 ≦ A ＜ 12.5

45 42.5 ≦ A ＜ 47.5 15 12.5 ≦ A ＜ 17.5

50 47.5 ≦ A ＜ 52.5 20 17.5 ≦ A ＜ 22.5

55 52.5 ≦ A ＜ 57.5 25 22.5 ≦ A ＜ 27.5

60 57.5 ≦ A ＜ 62.5 30 27.5 ≦ A ＜ 32.5

65 62.5 ≦ A ＜ 67.5 35 32.5 ≦ A ＜ 35.0

70 67.5 ≦ A ＜ 72.5

75 72.5 ≦ A ＜ 75.0

CⅠ
・

CⅡ
・

DⅠ
・

DⅡ

下半

坑
口
工

（
機
械
掘
削
工
法

）

機
械
掘
削
工
法

断面積
範　　囲
（m2）

断面積
範　　囲
（m2）

CⅠ
・

CⅡ
・

DⅠ
・

DⅡ

上半

坑
口
工

（
機
械
掘
削
工
法

）

機
械
掘
削
工
法
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積算上の注意事項 
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4 

改 正 理 由 経年変化に伴う全面改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 ＮＡＴＭ（発破・機械掘削工法（坑口含む）、非常駐車帯工）

3-9-5

現行どおり

削除

岩区分 B の削除 

現行どおり

・ 設 計 掘 削 断 面 積 （ 非 常 駐 車 帯 工 （ 発 破 工 法 ））

・ 設 計 掘 削 断 面 積 （ 非 常 駐 車 帯 工 （ 機 械 掘 削 工 法 ））

注 ） １ ． 掘 削 断 面 積 に は 、 余 堀 を 含 ま な い 。

２ ． 発 破 工 法 ・ 機 械 掘 削 工 法 ・ 坑 口 工 に つ い て は 、 設 計 掘 削 断 面 積 の

適 用 範 囲 は ５ ０ ｍ ２ ≦ Ａ （ ＝ 上 半 ＋ 下 半 ） ＜ ９ ５ ｍ ２ で あ る 。 非 常

駐 車 帯 工 に つ い て は 、 設 計 掘 削 断 面 積 の 適 用 範 囲 は ７ ０ ｍ ２ ≦ Ａ

（ ＝ 上 半 ＋ 下 半 ） ＜ １ ３ ０ ｍ ２ で あ る 。

区分
掘 削

区 分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

区分
掘 削

区 分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

7 0 7 0 .0 ≦ A ＜ 7 5 .0 6 0 6 0 .0 ≦ A ＜ 6 5 .0

8 0 7 5 .0 ≦ A ＜ 8 5 .0 7 0 6 5 .0 ≦ A ＜ 7 5 .0

9 0 8 5 .0 ≦ A ＜ 9 5 .0 8 0 7 5 .0 ≦ A ＜ 8 5 .0

1 0 0 9 5 .0 ≦ A ＜ 1 0 5 .0 9 0 8 5 .0 ≦ A ＜ 9 5 .0

1 1 0 1 0 5 .0 ≦ A ＜ 1 1 5 .0 1 0 0 9 5 .0 ≦ A ＜ 1 0 5 .0

1 2 0 1 1 5 .0 ≦ A ＜ 1 2 5 .0 1 1 0 1 0 5 .0 ≦ A ＜ 1 1 0 .0

1 3 0 1 2 5 .0 ≦ A ＜ 1 3 0 .0

1 0 1 0 .0 ≦ A ＜ 1 5 .0

2 0 1 2 .5 ≦ A ＜ 1 7 .5

3 0 1 7 .5 ≦ A ＜ 2 2 .5

4 0 2 2 .5 ≦ A ＜ 2 7 .5

5 0 2 7 .5 ≦ A ＜ 3 2 .5

断面積
範　　囲
（m2）

（
発
破
工
法

）

非
常
駐
車
帯
工

D Ⅰ
・

D Ⅱ

上 半

D Ⅰ
・

D Ⅱ

下 半

（
発
破
工
法

）

非
常
駐
車
帯
工

B
・

C Ⅰ
・

C Ⅱ

断面積
範　　囲
（m2）

区分
掘 削

区 分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

区分
掘 削

区 分

設  計
掘  削
断面積
（m2）

60 60.0 ≦ A ＜ 65.0 10 10.0 ≦ A ＜ 15.0

70 65.0 ≦ A ＜ 75.0 20 12.5 ≦ A ＜ 17.5

80 75.0 ≦ A ＜ 85.0 30 17.5 ≦ A ＜ 22.5

90 85.0 ≦ A ＜ 95.0 40 22.5 ≦ A ＜ 27.5

100 95.0 ≦ A ＜ 105.0 50 27.5 ≦ A ＜ 32.5

110 105.0 ≦ A ＜ 110.0

断面積
範　　囲
（m2）

（機
械
掘
削
工
法

）

非
常
駐
車
帯
工

C Ⅰ
・

C Ⅱ
・

D Ⅰ
・

D Ⅱ

上 半

（機
械
掘
削
工
法

）

非
常
駐
車
帯
工

断面積
範　　囲
（m2）

C Ⅰ
・

C Ⅱ
・

D Ⅰ
・

D Ⅱ

下 半

設 計 掘 削 断 面 積 ５ ０ ｍ ２ 以 上 の 場 合

CⅠ 
・

CⅡ 

現行どおり
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改 正 理 由 経年変化に伴う全面改正 

現 行 改 正 備 考 

工 種 ＮＡＴＭ（発破・機械掘削工法（坑口含む）、非常駐車帯工）

3-9-8

CⅠ、Ⅱ 
・

DⅠ、Ⅱ 
・

DⅢ 

岩区分 B の削除 

現行どおり

9． １ ． 3 覆 工 コ ン ク リ ー ト・防 水 工

１．数量算出項目

覆工コンクリート・防水延長を区分ごとに算出する。

２．区分

区分は、掘削、掘削断面積とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
掘 削 掘 削 単位 数 量 備 考

項 目 断面積

掘 削 延 長 ○ ○ ｍ 覆工コンクリート規格、防水シート規格を
明記する。

（２）掘削・掘削断面積区分

掘削による区分は 「 ．１．２掘削・支保工」による。、 9

（３）設計掘削断面積

注）１．掘削断面積には、余堀を含まない。

区 分
掘 削
区 分

設 　計
掘 　削
断 面 積
（m2）

50 50.0 ≦ A ＜ 52.5
55 52.5 ≦ A ＜ 57.5
60 57.5 ≦ A ＜ 62.5
65 62.5 ≦ A ＜ 67.5
70 67.5 ≦ A ＜ 72.5
75 72.5 ≦ A ＜ 77.5
80 77.5 ≦ A ＜ 82.5
85 82.5 ≦ A ＜ 87.5
90 87.5 ≦ A ＜ 92.5
95 92.5 ≦ A ＜ 95.0

B
・

CⅠ 、Ⅱ
・

DⅠ 、Ⅱ
・

DⅢ

（
坑
口
工
含
む

）

機
械
掘
削
工
法

発
　
破
　
工
　
法

断 面 積
範 　　囲

（m2）

区 分
掘 削
区 分

設 　計
掘 　削
断 面 積
（m2）

70 70.0 ≦ A ＜ 75.0
80 75.0 ≦ A ＜ 85.0
90 85.0 ≦ A ＜ 95.0
100 95.0 ≦ A ＜ 105.0
110 105.0 ≦ A ＜ 115.0
120 115.0 ≦ A ＜ 125.0
130 125.0 ≦ A ＜ 130.0

B
・

CⅠ 、Ⅱ
・

DⅠ 、Ⅱ

断 面 積
範 　　囲

（m2）

非
常
駐
車
帯
工

CⅠ、Ⅱ 
・

DⅠ、Ⅱ 
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